
1 研究の背景と目的 

2011年，中国政府は，12次5ヵ年（2011年～2015年）
計画の国家基本公共サービス体系において，国民生活
を改善し，基本社会サービスの均等化を実現すること
を掲げた．基本公共サービスとは，国民生活に緊密な
関連がある教育，就業，医療衛生，交通，通信，環境
保護などの分野の公共サービスである．2000年から
2010年にかけての時期，中国の急速な経済成長に伴い
都市圏への大量の人口流入が生じた．しかし，近年，
中国都市圏では大気汚染や交通渋滞なども報道されて
おり，人々の「生活の質」に正負の影響を与えている
とも考えられる． 

本研究では，十年ごとに一回行う実態調査ベースの
人口センサスの検討を踏まえて，中国の 51の都市圏を
対象に「生活の質」の指標体系を新たに作成し，2005

年から2010年の「生活の質」指標を分析する．さらに，
各都市圏における経済水準や人口流入と「生活の質」 

の変化の関係を探る． 

2 本研究で用いたデータの説明 

2.1 研究対象都市の選定 

本研究では，333ある地級レベルの行政区画のうち，
2000年に総人口が百万を超える51の地級市を研究対象
とした（Table 1 [1]）．地級市はふつう市や県級市を含
むため，都市圏と称する．なお，4つの直轄市（北京，
上海，天津，重慶）は研究対象から除く．本研究での 
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Fig. 1: Selected 51 Prefecture-Level Citys (Metropolitan areas)in China. 
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Table 1  Data Sources 

 Source 
Number Source name Years Publisher

[1] China City Statistical 

Yearbook
2000,2005,2010 National Bureau of 

Statistics of China

[2] China Population Census 2000,2010 National Bureau of 

Statistics of China

[3] China City Construction 

Statistical Yearbook
2005,2010 National Bureau of 

Statistics of China

[4]
China Regional 

Economics Statistical 

Yearbook

2005,2010 National Bureau of 

Statistics of China
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全市は都市圏，市区は都市部と称する．（Fig. １）は，
51の対象都市圏の2010年の人口センサスの常住人口規
模を示している．なお，点線で囲んでいるのは東北三
省の9都市圏である．また，地図上の数値１から51は対
象都市圏の番号である． 

2.2 データの出典及び説明 

本研究のデータとして，3 節では，人口センサスを

基本とし，4 節では，都市統計年鑑を基本として，補

完的に中国城市建設統計年鑑と中国区域経済統計年鑑

を用いることとした．1)都市統計年鑑における都市人

口は，精度は中程度であるが都市間比較に定評がある．
2)人口センサスにおける都市圏人口は，実態調査に基

づくもので，精度は高いものの，詳細な公表が多いわ

けではない． 

3 中国都市圏が受けた 2000 年から 2010 年にか
けての経済成長と人口流入の影響 

3.1 人口センサスにみる 2000年から 2010年にかけて
の都市圏人口の分析 

都市圏の人口増加は，出生と死亡の差である自然増

加人口と転入，転出の差である人口流入である．本研

究では，都市圏，都市部の総増加人口から自然増加人

口を減じた人口を人口流入と考える．人口流入は，都

市圏は圏外からの増加であるが，都市部は圏外と圏内

の近郊部からの増加である．各都市圏の人口増加構成

をみるため，以下の指標を整備した（Table 2）．人口

センサスの自然増加率は都市統計年鑑と同じと仮定し

て計算している． 

(1)都市圏 10年間自然増加率 ： 

   ∏      
    
        

 
  ⁄          

(2)都市化率 （Table 2）：             

都市部の 10年間自然増加率はＦであり，計算方法は

E と同じである．計算式の t は年次を表示しており，  

は t-1年から t年までの一年間の自然増加率である． 

Table 2から，自然増加人口は都市圏が都市部より多

いが，その差は小さい．しかし，流入人口は都市部が

都市圏の 2倍にもなっている．これは，圏外からの流

入人口は都市部に入り，圏内の近郊部からの流入人口

もかなり多いと考えられる． 

3.2 都市圏における人口流入の要因分析 

2000年と 2010年の 2時点における 51都市圏につい

て，都市化率を GRPの成長で説明する回帰分析を行い

Fig. 2: Correlation between Urbanization Ratio and  

GRP per Capita, 2000 

Fig. 3: Correlation between Urbanization Ratio and 

 GRP per Capita, 2010 

Table 2  Basic Statistics In 51 Metropolitan Areas 
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比較する．名前が表示してある都市は東北三省の 9つ

の都市圏である．（Fig. 2，3）のように 2時点とも，

両者は正の相関であり，経済水準が向上するとともに

都市化が進む．また，2010 年は 2000 年に比べると，

経済格差が大きくなっていることが分かる．この時期

は，東北地域の 9つの都市圏の経済格差がかなり大き

くなった時期である． 

 都市圏の人口流入（Y=   ）を経済成長（X1= 

GRP10/GRP00）と都市規模（X2＝   ）の二つの変数で

説明する重回帰分析を行い，人口流入の要因を探った．

ただし，目的変数 Y と説明変数 X1，X2はいずれも対

数を用いた両対数モデルである． 

Table 4  The Structure of "quality of life" indicator System 

Table 3  Results of MRA on Population Increase in Metropolitan Areas 

- 171 -



線形モデル：                     

両対数モデル：                  

            

両辺をeの右肩にのせると， 

                 
      

       

となる．人口流入には規模要因はそれほど働か
ず，経済要因が大きく働くことが分析の結果明
らかになった（Table 3）． 

4 中国都市圏における「生活の質」の分
析 

4.1 人口センサスにみる 2000年から 2010年に
かけての都市圏人口の分 

4.1.1  「生活の質」を評価する指標の選定方法 

本節では，2005 年と 2010 年の 2 時点のデー

タ 1) 3) 4)を用いて，「生活の質」を評価する指標

（経済に関する指標を除く）を作成し，分析を

試みる． 

まず，両時点でデータが存在する 53指標のな
かから，KJ法を用いて38指標を選別したのち，
欠損値や相関分析のチェックを行い 31 の指標
を要素指標（第 3レベル指標）として選出する．
複数の要素指標を合成して第 2レベル指標，さ
らにそれらを合成して 5つの側面の「生活の質」
指標を構成した．教育・文化(EC: Education and 

Culture)指標は 6 個，生活利便(DC: Daily-life 

Convenience)指標は 9 個，生活環境(UE: Urban 

Environment)指標は 7 個，生活持続可能性(CS: 

Fig. 5: Types of metropolitan areas as measured by the index "quality of life" index('10 And '05) 

Fig. 4: Dendrogram of the metropolitan areas as  

Measured by the "quality of life" ('10) 
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Consumption Sustainability)指標は 3個，産業持続可能性
(IS: Industrial Sustainability)指標は 6個の要素指標で構
成される（Table 4）． 

4.1.2 「生活の質」指標と「生活の質の変化」指標 

各時点における「生活の質」指標の合成については， 

各要素指標の偏差値を求め，上位レベル指標はこの
偏差値の平均値を逐次求めて得る． 

また，2 時点間における「生活の質の変化」指標の

合成については，各要素指標の 2時点間の比について

偏差値を求め，上位レベル指標は同様に偏差値の平均

値を逐次求めて得る． 

指標作成の際には，素データや各レベル指標のヒス
トグラムを作成して外れ値の存在を確認し，外れ値は
欠損値として扱った．なお，外れ値は Shenzhen に多く
みられたが，これは同市が経済特別行政区に指定され，
直轄市の次に位置するためと推察される． 

4.2 「生活の質」指標体系を用いた中国都市圏の分析 

4.2.1  2005 年と 2010 年の２時点の「生活の質」指標
による都市圏の類型化 

この 5つの「生活の質」指標を用いて，2005年と 2010

年の各時点における 51の都市圏の類型化を試みた．ク

ラスター分析（ウォード法）を適用したところ，都市

圏は５つのグループに分けられ（Fig. 4），また両時点

の類型に類似がみられたため，両時点を重ね合わせて

都市圏のグループ間移動を加筆して Fig. 5に示した． 

各グループの特徴は，Ⅰグループ（2010 年に 16 都

市圏）：教育・文化指標が平均値近くにあり，それ以

外の 4つの指標が平均値より低い．Ⅱグループ（11）：

生活利便性が平均値近くにあり，生活持続可能性が特

に高く，残り 3つの指標は平均値より低い．Ⅲグルー

プ（16）：産業持続可能性以外の 4つの指標がほぼ均

等に平均値より高い．Ⅳグループ（6）：5つのグルー

プで，産業持続可能性が最も高いものの，他の 4つの

指標は最も低い．Ⅴグループ（2）:「生活の質」5 つ

の指標がいずれも最も高いグループである（Fig. 5）． 

次に，「生活の質」により分類した 5つのグループ

をパレート優劣方法で順序を決める．「生活の質」が

高い順にⅤ Ⅲ （Ⅱ Ⅳ Ⅰ）である．Ⅱ，Ⅳ，Ⅰ，

の 3つのグループ間には決定的な優劣が判断しづらい．

5 年間，各グループ間で 24 個の都市が移動したが，6

個の都市圏が「生活の質」が高いグループに移動した．

その中，26はⅢグループからⅤグループ，17，23はⅡ

グループからⅢグループ，35，44はⅠグループからⅢ

グループ，29 はⅣグループからⅢグループに入った．

これらの都市は「生活の質」の発展が他の都市より速

く，2010年までに「生活の質」水準が向上したと考え

られる．この 6つの都市圏は主に沿岸部に位置し経済

成長も著しい． 

4.2.2  経済成長・人口流入・都市規模と「生活の質の
変化」指標との連関分析 

2010 年の一人あたり GRP（  ），2000 年から 2010

年までの都市部の人口流入（      ），2010年の都
市規模（      ）この 3つをそれぞれ目的変数とし，
2005 年から 2010 年までの「生活の質の変化」指標で
ある ECc(X1)，DCc(X2)，UEc(X3)，CSc(X4)，ISc(X5)の
５つを説明変数として，ステップワイズ重回帰分析（変
数減少法）を行い，その結果を連関ダイヤグラムとし
て Fig. 6に示した．  は EC（教育・文化）とは正の相
関があり，CS（生活持続可能性）とは負の相関がある．
  は UE(生活環境)と正の相関がある．  は説明変数が
すべて棄却され，「生活の質」の変化とは関連が薄い
ことがわかる． 

4.2.3  東北地方を事例とした経済成長と「生活の質の
変化」指標の関係 

東北地方の 9 つ都市圏について，一人あたり GRP

の 2時点間の比の指標と５つの「生活の質の変化」指
標のレーダーチャートを作成して Fig. 7 に示す．9 つ
の都市圏は，一人あたり GRP変化指標のと「生活の質
の変化」指標は平均値の近くにあり，経済の成長水準
と「生活の質」の変化水準の両方とも中国の 51都市圏
で中位レベルに位置していることがわかる．また，9

Fig. 6: Correlation diagram of each of "change in quality of life" indicators and 

the economic level, population influx and urban scale 
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つの都市圏では Shenyang と Dalian は上位のⅢグルー
プに入っている．その以外の 7つの都市圏はⅠ，Ⅱ，
Ⅳグループに留まっている． 

5 結論 

①2000 年から 2010 年にかけての各都市圏の人口流入
は都市規模よりむしろ経済成長が要因となる． 

② 2005 年と 2010 年に求めた「生活の質」指標によ
って中国都市圏を 5つのグループに分類して考察した
結果，全般的に経済が成長している都市圏が「生活の
質」も高い傾向が認められた．ただし，各都市圏の経
済成長の水準によって「生活の質の変化」が異なる． 

③経済水準・人口流入・都市規模と「生活の質の変化」
指標との連関分析したところ，経済水準は EC（教育・
文化）とは正の相関があり，CS（生活持続可能性）と
は負の相関がある．また，人口流入は UE(生活環境)

と正の相関がある． 
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